
平成２９年度全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査について（概要）

全国学力・学習状況調査 埼玉県学力・学習状況調査

実施日 平成２９年４月１８日（火） 平成２９年４月１３日（木）

調査対象 小学校第６学年、中学校第３学年の児童生徒 さいたま市を除く県内の公立小・中学校の

小学校第４学年～中学校第３学年の児童生徒

調査内容 国語、算数・数学 国語、算数・数学、英語（中２、中３）

調査結果 ○ 単純な計算問題や漢字の読み書きなど、ドリル学習などで身に
付く問題の正答率は高いが、一方で、文章題や日常生活の一場
面の中で情報を整理し、自分の考えを解答するような問題の
正答率が低い。
○ 規律などの面では全国と比べ引き続き良い傾向
○ 主体的・対話的で深い学びを実施していると考えている学校の
割合が全国に比べ高い

○ どの学年でも、学年とともに、着実な「学力の伸び」が見られる。
○ どの年度の児童生徒も、一定程度の水準の学力レベルに達して
いる。

○ 「伸びた児童生徒の割合」は昨年度より増えている。

（１） 各学校で学力を大きく伸ばした学年や学級を把握し、効果的な取組や工夫の共有化を図る取組を促進する。
（２） 平成２８年度県学力・学習状況調査データ活用事業の分析結果を踏まえて、主体的・対話的で深い学びの実践を進める。
（３） 全国学力・学習状況調査の結果や、県学力・学習状況調査の学力の伸びの状況を踏まえて、支援が必要となる学校を、市町村
と連携して重点的に支援する。

＜全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査結果を受けた今後の対応＞

県学力・学習状況調査を十分に活用して、子供たち一人一人の学力をしっかりと伸ばすことで、
全国学力・学習状況調査の結果の改善につなげる。

＜全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査結果の概要＞
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果について

１ 埼玉県の全国学力・学習状況調査結果の概要（教科区分ごとの平均正答率）

校種・学年 年度 国語Ａ 国語Ｂ 算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ

小学校

第６学年

H29 県 ７５ ５７ ７６ ４５

国 ７４．８ ５７．５ ７８．６ ４５．９

H28 県 ７１．６ ５６．７ ７５．９ ４６．３

国 ７２．９ ５７．８ ７７．６ ４７．２

中学校

第３学年

H29 県 ７６ ７２ ６３ ４８

国 ７７．４ ７２．２ ６４．６ ４８．１

H28 県 ７４．９ ６５．６ ６０．３ ４３．２

国 ７５．６ ６６．５ ６２．２ ４４．１

（指定都市を含む） （単位：％）

校種・学年 年度 国語Ａ 国語Ｂ 算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ

小学校第６学年 H29 県 ７４ ５６ ７５ ４４

中学校第３学年 H29 県 ７５ ７１ ６２ ４７

（さいたま市を除く）

小学校の国語Ａ、中学校の国語Ｂ、数学Ｂで全国平均を上回った可能性
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果について

２ 調査結果の傾向
（１）教科に関する調査

単純な計算問題や漢字の読み書きなど、ドリル学習などで身に付く問題の正答
率は高いが、一方で、文章題や日常生活の一場面の中で情報を整理し、自分の考
えを解答するような問題の正答率が低い。

県の正答率 問題例

７９．２

５８．６

0

正
答
率

高

低

（参考例）

出席

番号
イヌ ネコ

1 ○ ×
2 × ×
3 ○ ×
4 ○ ○
5 ○ ×
6 × ×
7 ○ ×
8 × ×
9 ○ ○
10 × ○
11 ○ ×
12 × ×
13 ○ ×

飼っている動物調べ
左の記録を右の表にまとめます。家で犬やネコを

飼っているかどう
かを、１３人に聞
いて、右のように
記録しました。

（２）右の表のオに当ては
まる数を書きましょう。

（２）１０.３＋４

次の計算をしましょう

合計

○ ×

○ ア イ

× ウ エ

オ

○…飼っている

×…飼っていない

ネコ

イ
ヌ

合計

飼っている動物調べ

算数Ａ
四則計算

算数Ａ
資料の
分類整理
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果について

２ 調査結果の傾向
（2）質問紙調査

規律などの面では全国と比べ引き続き良い傾向

ア 児童生徒質問紙

質問事項
小学校 中学校

埼玉県 全国 埼玉県 全国

学校の規則を守っていますか ９５．１％ ９２．６％ ９６．３％ ９５．２％

毎日同じくらいの時刻に寝ていますか ８３．５％ ７９．８％ ７８．４％ ７５．６％

主体的・対話的で深い学びを実施していると考えている学校の割合が
全国に比べ高い

イ 学校質問紙

質問事項
小学校 中学校

埼玉県 全国 埼玉県 全国

授業において、児童生徒自ら学級やグループ
で課題を設定し、その解決に向けて話し合い、
まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れま
したか

８９．１％ ８２．３％ ８６．４％ ７５．１％

4



平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

実 施 日 平成２９年４月１３日（木）

調査対象
県内の公立小・中学校（さいたま市を除く）に在籍する

小学校第４学年から中学校第３学年の全児童生徒

・ 小学校 ７０８校 １４９，２３０人 ・ 中学校 ３５６校 １４３，６８７人

調査概要

（１）児童生徒に対する調査

ア 教科に関する調査

小学校第４学年から第６学年まで 国語、算数

中学校第１学年 国語、数学

中学校第２学年及び第３学年 国語、数学、英語

・出題数は、各学年２６～４０題（問題形式は選択肢・短答・記述）

イ 質問紙調査

学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項（質問数は、各学年８３～１０２項目）

（２）学校及び市町村教育委員会に対する調査

学校における教育活動並びに学校及び市町村における教育条件の整備等に関する事項

特 徴

○ 「学習した内容がしっかりと身に付いているのか」という視点に「一人一人の学力がどれだけ伸びて

いるのか」という視点を加えることで、学力の伸びが把握できる。

○ ＰＩＳＡ調査と同じ調査手法を使うとともに、継続的なデータで学力の経年変化を追うことができる。

１ 埼玉県学力・学習状況調査について

（１）調査の概要
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児童生徒に返却される個人結果票には、学力
のレベルの見方や、それぞれの学力のレベルで
正解できる問題の例が示されています。

児童生徒に返却される個人結果票には、学力
のレベルの見方や、それぞれの学力のレベルで
正解できる問題の例が示されています。

平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

１ 埼玉県学力・学習状況調査について

（２）「学力のレベル」と「学力の伸び」について

○ 本調査における「学力のレベル」の考え方

・ 「どのくらい難しい問題を解く力があるか。」

を学力のレベルで表している。レベルが上がる

ほど、難易度の高い問題を解く力がある。

○ 本調査における「学力の伸び」の考え方
・ 年度間の「学力のレベルの差」を学力の伸びと

捉える。

※ 本調査では、学力を「学力のレベル」として提示している。

→ 小学校４年生から中学校３年生までのすべての問題

に難易度を設定することで、学力のレベルを測定して

いる。
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平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

＜参考＞問題の難易度の設定について

問題の難易度 問題例

６

２
０．７÷

３

４ ５．６÷１．４

３ ５６÷４

割り算に小数が入るため、
難易度が上がります。

割り算に分数も入るため、
難易度は更に上がります。

（例１）分数の計算問題

0

難
易
度

高

低

整数同士の割り算の問題です。
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平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

＜参考＞問題の難易度の設定について

（例２）面積や体積を求める問題

0

難
易
度

高

低

問題の難易度 問題例

６

（小６で出題）

次の図は、三角形の面積を求める

ために、直線の長さを測って書き

入れたものです。この三角形の面

積を求めましょう。

４

（小６で出題）

次の図のような、たて、横、高さ

がそれぞれ２㎝、４㎝、５㎝の直

方体の体積を求めましょう。

与えられた数値から
体積を求める問題です。

与えられた数値から
面積を求める問題です。
必要な数値を取捨選択
するため、難易度が上
がります。
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平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

２ 分析結果について

（１）「学力のレベルの経年変化」について

○ どの学年でも、学年とともに、着実な「学力の伸び」が見られる。（ ）

○ どの年度の児童生徒も、一定程度の水準の学力レベルに達している。（ ）

※ 学力のレベルは、３６段階で設定しています。

１

２

9

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 中２ 中３

現中３ 22 22 24 現中３ 20 21 24 現中３ 24 28
現中２ 20 21 23 現中２ 18 20 22 現中２ 24
現中１ 19 20 22 現中１ 17 19 20 現中１

現小６ 15 18 20 現小６ 14 17 18 現小６

現小５ 16 18 現小５ 14 16 現小５

現小４ 16 現小４ 14 現小４

国語科 算数・数学科 英語科

１

２

１
１

２
２



平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果について

２ 分析結果について
（２）「学力が伸びた児童生徒の割合」について

○ 昨年度と比較すると、「伸びた児童生徒の割合」は、各学年で概ね増加して

いる。（ ）

○ 昨年度、「伸びた生徒の割合」が著しく低かった中学校第１学年から中学校第２学年

にも改善が見られるが、他の学年に比べると引き続き低い傾向がある。

３ ３ ３

３
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全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査結果を受けた今後の対応

県学力・学習状況調査を十分に活用して、子供たち一人一人の学力をしっか
りと伸ばすことで、全国学力・学習状況調査の結果の改善につなげる。

＜基本方針＞

（３）全国学力・学習状況調査の結果や、県学力・学習状況調査の学力の伸びの状況を踏まえ
て、支援が必要となる学校を、市町村と連携して重点的に支援する。

（２）平成２８年度県学力・学習状況調査データ活用事業
の分析結果を踏まえて、主体的・対話的で深い学びの
実践を進める。

（１）各学校で学力を大きく伸ばした学年や学級を把握し、効果的な取組や工夫の共有化を図る取
組を促進する。

（参考）平成２８年度県学力・学習状況調査データ活用事業の分析結果概要

主体的・対話的で深い学びが、子供たちの学習方法・態度の改善や、
自己肯定感などの向上を通じて学力を向上させている

平成２９年度 全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査について

学力
（認知能力）

自己肯定感や勤勉性
（非認知能力）

主体的・対話的で深い学び

学習方法・態度
（特に計画的な学習の実施や

継続的な努力姿勢）

従来型の教員が一方的に説明し教え込むような授業形態
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